
 

 

道 下 徳 成  准教授 

 

役  職：安全保障・国際問題プログラム副ディレクター、准教授 

専門分野：安全保障論、日本の防衛・外交政策、朝鮮半島の安全保障 

学  位：博士（国際関係学）（ジョンズ・ホプキンス大学）  

略  歴：1988 年韓国延世大学校韓国語学堂卒業、90 年筑波大学第三学群国際関係学類

卒業、同年防衛庁防衛研究所第 2 研究部第 3 研究室助手（防衛庁教官）、94

年米国ジョンズ・ホプキンス大学ポール・H・ニッツェ高等国際問題研究大学

院（SAIS）修士課程修了、2000 年 1 月 -11 月防衛庁防衛局防衛政策課研究室部

員（防衛庁部員）、同年 11 月 -01 年 11 月韓国慶南大学校極東問題研究所  客員

研究員、01 年 4 月 -04 年 3 月防衛庁防衛研究所第 2 研究部第 3 研究室主任研究

官（防衛庁教官）、03 年  米国ジョンズ・ホプキンス大学ポール・H・ニッツ

ェ高等国際問題研究大学院（SAIS）博士課程修了、04 年～米国家安全保障史料

館朝鮮半島プロジェクト研究員、04 年 7 月 -06 年 6 月内閣官房副長官補（安全保

障・危機管理担当）付・参事官補佐（兼）防衛庁防衛局防衛政策課部員（防衛

庁部員）（兼）防衛庁防衛研究所研究部主任研究官、05 年 12 月 3 日～第 3 期

国際安全保障学会理事（学会誌『国際安全保障』編集委員。書評小委員会委員長）、

06 年 7 月 -07 年 1 月防衛庁防衛研究所研究部第 2 研究室主任研究官（防衛庁教

官）、07 年 1 月 -07 年 3 月防衛省防衛研究所研究部第 2 研究室主任研究官（防

衛教官）、07 年 4 月本学助教授。07 年 4 月～9 月米国ジョンズ・ホプキンス

大学 SAIS ライシャワー・センター東アジア研究所客員研究員（安倍フェロー）、

07 年 12 月～08 年 3 月韓国世宗研究所（Sejong Institute）客員研究員（安倍フェ

ロー）、08 年 9 月～10 月中国社会科学院亜洲太平洋研究所訪問学者（安倍フェ

ロー）、08 年 9 月～韓国新亜細亜研究所 学術誌『新亜細亜（NEW ASIA）』編集

委員、08 年 12 月～第 4 期国際安全保障学会理事（学会誌『国際安全保障』編集委

員長）、2009 年 4 月～早稲田大学アジア太平洋研究センター安全保障研究部会特

別研究員、2010 年 1 月政策研究大学院大学准教授。 

 

１． 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文（単 著） 

＊ Narushige Michishita, “Japan‟s Policy towards North Korea since 2002,” Journal for 

International and Strategic Studies, no. 4 (Spring 2011), pp. 63-70. 

＊ 道下徳成「北方限界線（NLL）をめぐる南北攻防の歴史と今後の展望」『東亜』第

529 号、2011 年 7 月号、94～106 頁。 

＊ 道下徳成「中国の動向と日本の海洋戦略」『Nippon.com』 2012 年 2 月、

<http://www.nippon.com/ja/in-depth/a00504/>. 

＊ Narushige Michishita, “The Future of Sino-Japanese Competition at Sea,” in Nippon.com, 

March 2012, http://nippon.com/en/simpleview/?post_id=3474.（「中国の動向と日本の

海洋戦略」の英文版） 

（２） 学会発表 

◆学術的発表 

＊ Richard Samuels and Narushige Michishita, “Foreign Policy Debates in Japan,” Project on 

http://www.nippon.com/ja/in-depth/a00504/


 

 

the “Worldviews of Major and Aspiring Powers: Exploring Foreign Policy Debates 

Abroad,” Sigur Center for Asian Studies, George Washington University‟s Elliott School 

of International Affairs, Washington, DC, April 25, 2011. 

＊ Narushige Michishita, “Major Security Issues in Asia,” in Panel 6: Roundtable, “What 

would an Asian strategic studies curriculum look like?” Asian Strategic Studies 

Conference, Naval War College, Newport, Rhode Island, USA, August 8-9, 2011. 

＊ Narushige Michishita, “Examining the History of North Korea‟s Use of Force,”（但し、発

表は韓国語で実施）The Fourth Kyujanggak International Symposium, “The Project of 

Modernization: Reconsidering the Capitalist and the Socialist Roads,” Kyujanggak 

Institute for Korean Studies, Seoul National University, Seoul, Korea, August 25-26, 

2011. 

＊ 道下徳成「北朝鮮の瀬戸際外交と今後の展望」日本安全保障貿易学会第 12 回研究

大会「第１セッション―北朝鮮制裁について」京都大学、2011 年 9 月 24 日。 

＊ Narushige Michishita, “The Rise of China and Japan‟s Response,” Edwin O. Reischaue r 

Center for East Asian Studies Seminar Series, School of Advanced International Studies, 

Johns Hopkins University, Washington, DC, October 20, 2011.  

＊ Narushige Michishita, “Types of North Korea‟s Provocative Actions and Future 

Prospects,” in Panel 1: Military Adventurism in the Context of North Korea's Foreign 

Policy, The Second IFES – WWICS Washington Forum, “Security and Development on 

the Korean Peninsula,” Woodrow Wilson International Center for Scholars, Washington, 

DC, November 2, 2011. 

＊ Narushige Michishita, “Japanese Security Strategy and the Korean Peninsula,” in the 

panel entitled, “Security Challenges and the Changing Balance on the Korean Peninsula,” 

Association for Asian Studies Annual Conference, Toronto, March 16, 2012.  

◆会議発表 

＊ Narushige Michishita, “Denuclearizing the Korean Peninsula,” ROK-U.S.-Japan Trilateral 

Dialogue on Nuclear Issues, Japan Institute for International Affairs, Tokyo, September 

20, 2011. 

＊ Narushige Michishita, “North Korea‟s Nuclear and Missile Development and Japan‟s 

Response,” in Session 3 “Threat of Uncontrolled Weapons in the Global Power Shift,” 

Japan Institute of International Affairs (JIIA) - Institute for National Security Studies 

(INSS) (Israel) Roundtable, JIIA, November 9, 2011. 

＊ 道下徳成「北朝鮮における核問題の実効的解決に向けた今後の６者会合のあり方」

韓半島問題に関する韓日合同懇談会、帝国ホテル、2011 年 12 月 2 日。 

＊ Narushige Michishita, “Changes in Inter-Korean Relations and Its Possible Impact on 

Northeast Asia,” Global Forum on North Korean Economy 2012, Hilton Hotel, Seoul, 

Korea, March 12, 2012. 

 

２． 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等 

＊ 「韓国にとって日本は信頼に足るパートナーか？」『日経ビジネス』2011 年 6 月 1

日。 

＊ 「DC 道場フェロー・レポート（上院編）」キヤノングローバル戦略研究所外交・



 

 

安全保障グループ、2011 年 10 月 5 日～11 月 14 日の間に 24 回連載、

<http://www.canon-igs.org/blog/security/7002011dc/>. 

（２） 資料編纂等 

＊  “After Détente: The Korean Peninsula 1973-1976, A Critical Oral History Conference,” 

North Korea International Documentation Project, Woodrow Wilson Center for 

International Scholars, Washington, DC, October 31-November 1, 2011. 

 

３． 助成金等による研究 

＊ 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究（C））「1970～80 年代

の日本の防衛政策の展開と意義」、研究代表者。 

 

４． 教 育 

（１） 講 義 

＊ International Security Studies（英語）（15 コマ）（春学期）（安全保障問題につい

ての基礎的な講義） 

＊ Advanced Security Studies（英語）（15 コマ）（冬学期）（安全保障問題について

の高度な講義と研究手法についての講義および討議）  

（２） 演 習 

＊ 「Security and International Studies Dissertation Seminar」（英語）（15 コマ）（春学

期）（安全保障・国際問題プログラム学生の博論作成のための指導）  

（３） 論文指導 

＊ 博士課程 8 名（安全保障・国際問題プログラム、うち 1 名博士取得、3 名主指導、

5 名副指導） 

＊ 修士課程 3名（Young Leaders Program 2名、One-year Master‟s Program of Public Policy 

(MP1) 1 名、インディペンデントスタディ、いずれも修士取得、主指導） 

（４） その他 

＊ 印日議員フォーラムでの発表「中国をめぐる安全保障問題」GRIPS、4A 会議室、

2011 年 9 月 26 日。 

 

５． 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 博士課程委員会 委員 

＊ キャンパスアジア委員会 委員 

＊ 図書館運営委員会 委員 

＊ 安全保障・国際問題プログラム・コミティー メンバー 

（２） タスクフォース 

＊ 大学の世界展開力強化事業タスクフォース メンバー 

＊ 防災・復興・危機管理プログラム準備タスクフォース メンバー 

（３） その他 

＊ 安全保障・国際問題プログラム ディレクター 

＊ 安全保障・国際問題プロジェクト リーダー  

＊ AO 室長代理 

 

http://www.canon-igs.org/blog/security/7002011dc/


 

 

６． 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動  

① 非常勤講師 

＊ 青山学院大学「朝鮮半島の国際政治論（I）」（15 コマ） 

② 委員会等 

＊ 日本経済団体連合会 21 世紀政策研究所グローバル JAPAN 特別委員会 委員 

＊ Project member in the “Worldviews of Major and Aspiring Powers: Exploring Foreign 

Policy Debates Abroad,” Sigur Center for Asian Studies, Elliott School of International 

Affairs, The George Washington University. 

＊ JICA 研究所プロジェクト「北東アジアの経済統合における課題と展望」研究代表

者 

＊ 早稲田大学 G-COE「アジア地域統合のため世界的人材育成拠点（GIARI）」の「永

い平和」出版プロジェクト メンバー 

＊ 第四期霞山会研究会（2011 年上半期）「動揺する北朝鮮―局面転換の鍵は何か？」

メンバー 

③ その他 

◆短期講義 

＊ 防衛研究所 第 59 期一般課程「日本の安全保障政策（３）新冷戦と新冷戦と日本

のグローバルコミットメント」（1 コマ）2011 年 11 月 17 日。 

＊ 山梨学院大学「安全保障研究」（1 コマ）2011 年 11 月 18 日。 

＊ 海上保安庁 警備情報実務者研修「北朝鮮瀬戸際外交の現状と展望」（1 コマ）2011

年 12 月 8 日。 

＊ 北京大学（中国）「国際政治」（3 コマ）（国際交流基金支援事業）2012 年 3 月 1

～2 日。 

＊ 青山学院大学オープンカレッジ「北朝鮮の核・ミサイル開発と日本の対応」（1 コ

マ）2012 年 3 月 24 日。 

◆報告 

＊ 「日本の防衛政策の現状と将来―今後の政策オプションとは？」グローバル JAPAN

特別委員会サブコミッティ３研究会報告、2011 年 4 月 14 日。 

＊ 「北朝鮮の動向と今後の展望」ユーラシア 21 研究所 コモン国際情勢研究会、2011

年 8 月 5 日。 

＊ 「冷戦期と冷戦後の日本の防衛政策」および「北朝鮮の対米戦略と核開発問題」ユ

ーラシア 21 研究所 第 4 回外交・安保サマーセミナー、2011 年 9 月 3 日。 

＊ 「北朝鮮の核・ミサイル・通常戦力の能力と意義」世界政経調査会 軍事情勢研究

会、2011 年 9 月 15 日。 

＊ “North Korea‟s Third Nuclear Diplomacy and Our Policy Options,” U.S. Defense 

Intelligence Agency Study Session, Virginia, USA, October 17, 2011. 

＊ “North Korea‟s Military-Diplomatic Campaigns, 1966-Present,” Senate Brownbag Lunch 

Session (SH706), U.S. Senate, Washington, DC, October 14, 2011.  

＊ “North Korea‟s Third Nuclear Diplomacy and Our Policy Options,” U.S. Department of 

Defense Study Session, Virginia, USA, November 1, 2011. 

＊ 「北朝鮮の動向と対北政策オプション」韓国大使館主催「グローバル安保脅威と日

本の対応」研究会、オペラシティ、2011 年 11 月 8 日。 



 

 

＊ 「北朝鮮問題の現況と六者会談の有用性」韓国大使館 韓日合同懇談会、2011 年 12

月 2 日。 

＊ 「朝鮮半島情勢と東アジアの海域の安全保障環境」平成 23 年度第３回国内研究会議

「東アジアの海域の安全保障環境に関する研究」海洋政策研究財団、2011 年 12 月

15 日。 

＊ 「中国の A2AD 戦略と米国の AirSea Battle―冷戦期との比較と在沖縄米軍基地への

影響」沖縄県知事公室基地対策課 安全保障研究会、2012 年 1 月 27 日。 

＊ 「中国の A2AD 戦略と米国の AirSea Battle―冷戦期との比較と在沖縄米軍基地への

影響」仲井真沖縄県知事へのブリーフィング、2012 年 1 月 30 日。 

＊ 「金正日死去後の金正恩体制の行方、危うさ―歴史的経緯をふまえて」読売新聞調

査研究本部 安全保障研究会、2012 年 2 月 23 日。 

＊ 「朝鮮半島の不安定化と日韓の戦略的連携の重要性」戦略的な日韓関係を築く議員

の会 研究会、2012 年 2 月 28 日。 

＊ 「朝鮮半島の安全保障と東アジア駐留米軍の将来」平成 23 年度 神奈川県基地関係

県市職員研修会、2012 年 3 月 22 日。 

＊ 「北朝鮮の軍事挑発のパターンと金正恩体制」公安調査庁 研究会、2012 年 3 月 23

日。 

◆論文審査 

＊ 防衛大学校博士論文資格審査（加藤博章）2011 年 11 月 14 日。 

＊ 同再審査（加藤博章）2012 年 2 月 29 日。 

（２） 学会等における活動 

＊ 国際安全保障学会（学会理事。企画・運営委員会委員。学会誌『国際安全保障』編

集委員長） 

（３） その他 

＊ 韓国新亜細亜研究所（学術誌『新亜細亜（NEW Asia）』編集委員） 

 

７． 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムでの発言 

① 活字メディア 

＊ “North Korea: Calculus of an existential war,” Asia Times, April 21, 2011. 

＊ “A Call for Japanese Defense Industry Cooperation with the EU,” Shingetsu News 

Agency, May 12, 2011. 

＊ “La cúpula militar china es menos fiable que la política,” La Vanguardia (Spain), May 

16, 2011. 

＊ “Giappone/ Esperto sicurezza:Tokyo non abbassi guardia per sisma,” TM News (Italy), 

May 16, 2011. 

＊ “Esperàvem que la Xina trigaria més a superar el Japó,” El Temps (Spain), May 17, 2011. 

＊ “Tokyo deve fronteggiare la crescita della Cina e la Corea del Sud,” Redazione (Italy), 

May 25, 2011. 

＊ “China defends carrier plans, neighbors fret over buildup,” Reuters, July 28, 2011. 

＊ “Il Giappone secondo Michishita,” East, July 2011, pp. 38-41. 

＊ 「日韓は歴史問題克服できる」『聯合ニュース』2011 年 10 月 4 日。 

＊ “Japan likely to pick F-35 fighter - media,” Reuters, December 12, 2011. 



 

 

＊ “Kim Jong Il's death gives region jitters over North Korea,” Associated Press, December 

19, 2011. 

＊ “Kim Jong Un: Mystery surrounds son set to lead North Korea,” Associated Press, 

December 19, 2011. 

＊ 「「西側」知る正恩氏、昨年「後継デビュー」 識者の話」『毎日新聞』2011 年

12 月 19 日。 

＊ “Corée du Nord: „Pas de crise diplomatique majeure,‟” L’Express, December 20, 2011. 

＊ “Les funérailles de Kim Jong-Il sous la loupe des experts de la Corée du Nord,” 

L’Express, December 20-26, 2011. 

＊ “U.S. F-35 picked as mainstay fighter,” Japan Times, December 21, 2011. 

＊ “World alert for Chinese whispers on new North Korea,” Australian, December 21, 2011. 

＊ “China, Japan Regard Shift With Unease,” Wall Street Journal, December 21, 2011. 

＊ “Abductees feud constrains Japan diplomacy with N. Korea,” Reuters, December 21, 

2011. 

＊ “Japan relaxes longtime weapons export ban,” Washington Post, December 27, 2011. 

＊ 「日本―見えない軍事強国」『中国新聞週刊』2012 年 1 月 9 日。 

＊ 「日本の軍需産業はアジア・地域構造を変える力を持つ」『人民網日本語版』2012

年 1 月 11 日。 

＊ “AP abre el cerrojo de Corea del Norte,” Excelsior, January 22, 2012. 

＊ “Struggling in U.S., F-35 fighter pushes sales abroad,” Associated Press, January 31, 

2012. 

＊ 「北朝鮮の核・ミサイルと日本の対応」『茨城新聞』2012 年 2 月 18 日。 

＊ 「北朝鮮：ウラン濃縮停止 「揺さぶり」手法再び」『毎日新聞』2012 年 3 月 1 日。 

＊ “Japan's contradictory military might,” BBC News, March 15, 2012. 

＊ “Japan may shoot down North Korean rocket,” Australian, March 19, 2012. 

＊ 「政府、北朝鮮のミサイル発射は悪い選択」『韓国経済』2012 年 3 月 21 日。 

＊ 「韓半島非核化の展望は 0%」『韓国経済』2012 年 3 月 22 日。 

＊ “View From Abroad - US Facing Woes, but Still No 1,” Associated Press, March 26, 

2012. 

② 電波メディア 

＊ NHK World TV, “Asia 7 Days” (Korean Peninsula: Searching for a Breakthrough), June 

26, 2011. 

＊ NHK World TV, “Asia 7 Days” (Korean views on Mr. Noda), September 1, 2011.  

＊ NHK World TV, “Asian Voices” (After Kim Jong Il), December 25, 2011.  

＊ NHK World TV, “Asia 7 Days” (Kim Jong Il: Uncertain Legacy), December 25, 2011. 

＊ Euronews, “World News” (Japan calls on China to keep North Korea stable), December 

28, 2011. 

＊ NHK World TV, “Newsline” (North Korea's 2009 chemical shipment to Syria), January 

5, 2012. 

＊ NHK World TV, “Asia 7 Days” (US and North Korea Resume Talks), February 26, 2012.  

＊ NHK World TV, “Asia 7 Days” (North Korea's April rocket launch is a simulation of 

attack on the US), March 25, 2012. 

（２） 講演会，座談会，会議出席 



 

 

◆講演 

＊ 外務省の企画によるイタリア・スペイン・ポルトガルでの連続講演  

講演テーマ：「Security Challenges in Asia and Japan-EU Partnership」 

講演日程 

○ バルセロナ 2011 年 5 月 11 日（水）カサ・アシア 

○ ボローニャ 2011 年 5 月 12 日（木）ＳＡＩＳボローニャ校  

○ ローマ     2011 年 5 月 13 日（金）伊国際問題研究所（ＩＡＩ）  

○ マドリード 2011 年 5 月 16 日（月）スペイン科学研究最高審議会本部ホール  

○ リスボン   2011 年 5 月 17 日（火）国立防衛研究所講堂(国防省)  

＊ Masayuki Masuda and Narushige Michishita, “The rise of China & Japanese defense 

policy,” Professional Luncheon, The Foreign Correspondents' Club of Japan, September 8, 

2011. 

＊ 外務省の委託事業「Intellectual Exchange Program in Europe」によるデンマーク、ア

イルランド、ポルトガル、フィンランド、エストニアでの連続講演  

講演テーマ：「North Korea‟s Nuclear/Missile Development and Japan‟s Response」 

講演日程 

○ダブリン  2011 年 11 月 23 日 Institute of International and European Affairs 

(IIEA)および Trinity College Dublin (TCD), 

Dept. of Political Science 

○リスボン  2011 年 11 月 25 日 Institute for Strategic and International Studies 

○ヘルシンキ 2011 年 11 月 28 日 Finnish Institute of International Affairs (FIIA) 

○タリン   2011 年 11 月 29 日 Estonian Foreign Policy Institute 

＊ “Situation on the Korean Peninsula,” EU Political Counsellors‟ Meeting, Europa House, 

Tokyo, January 12, 2012. 

＊ 「北朝鮮の核・ミサイル問題と日本」県北政経懇話会（日立）2 月例会、2012 年 2

月 17 日。 

◆会議出席 

＊ “Seminar on Promoting Peace and Confidence Building in Northeast Asia,” Institute for 

Security and Development Policy, Stockholm, Sweden, August 18-21, 2011. 

＊ “Japan Korea Friendship Dialogue in Tokyo,” Institute for International Peace Studies, 

Tokyo, September 30, 2011. 

 

 

 

 


